
 

（件 名）                                   

新「しずおか食の安全推進のためのアクションプラン」基本方針（案） 

（生活衛生局衛生課） 

１ 経緯・背景 

平成13年度  牛海綿状脳症（ＢＳＥ）の発生等により、食に対する不安・不信が増大 

平成14年度  しずおか食の安全推進委員会の設置、アクションプランの策定（⑮施行）  

平成23年度  アクションプラン（2011-2013）に基づく施策の推進 

  平成26年度   アクションプラン（2014-2017）に基づく施策の推進 

  平成29年度  現行プランの目標年度、新たなアクションプランの策定 

 

名  称 しずおか食の安全推進のためのアクションプラン（2014-2017） 
計画期間 平成26年度～平成29年度 

目  的 県民への安全で安心できる食品の提供 

施策の方向① 「消費者の食に対する信頼確保」 

目標 ① 食の安全に対する県民の信頼度 75％ 

過去の実績 
○1940.5 ⑳ 41.8 ○21 54.7 ○22 - ○23 69.5 ○24 68.8 ○25 65.4 ○26 67.3 ○27 69.1  

○28 67.9 ○29 69.5 (%) 

主な施策 

・食品の安全と安心に関する情報の提供と公開の推進 

・食品の安全に関する教育活動  

・食品表示の適正化の推進 

・県産食品の信頼確保 

施策の方向② 「生産から流通・消費における食品の安全確保」 

目標 ② 人口10万人当たりの食品を原因とする健康被害者数 10人以下 

過去の実績 
○1952.7  ⑳ 15.0 ○21 20.0 ○22 15.5 ○23 17.9 ○24 21.1  ○25 51.7 ○26 35.7  

○27 19.5 ○28  34.5（人）               

主な施策 

・生産・製造・加工・調理段階における監視指導の強化 

・流通・消費段階における監視指導の充実強化 

・自主衛生管理体制推進の支援    

・食品安全情報等の発信強化 

・食品の安全を確保するための体制整備 

推進体制 

しずおか食の安全推進委員会(関係５部局) 

・委員長：健康福祉部長 

・委 員：危機管理部、くらし・環境部、経済産業部、教育委員会の部長代理等

 

２ 現行プランにおける課題 

(1)  食の安全に対する県民の信頼度は平成 25 年度に比べ約４％向上したが、県政世論調査

結果から、食の安全に対して判断できない県民が２割程度存在した。そのため、食品の安

全・安心に係る情報発信を充実・強化して、消費者の信頼を確保するための施策を推進す

る必要がある。 

(2)  食品を原因とする健康被害者数は食中毒患者で占められており、これまでの取組みから

細菌性食中毒は減少傾向にある一方、調理従事者等にノロウイルス食中毒予防対策の浸透

に時間がかかっており、毎年度100人を超える大規模事案が発生している。食中毒対策に

ついては調理段階における対策として、大中規模施設への衛生管理の強化が必要である。 

 

３ 新アクションプランの策定 

   しずおか食の安全委員会（委員長：健康福祉部長）のもと、幹事会及びワーキング会議にお

いて、各施策の検証を行いつつ、並行して次期総合計画の目標達成に向けて本年度中に策定。 



 

アクションプランは、基本方針を「総論」として位置づけ、この基本的考えのもと、「各論」

として各施策についての現状や課題と具体的な取り組みを記載するとともに、主要事業に関し

ては管理指標を設け、目標値を設定する。 

（１）基本方針（案）概要 

    新基本方針（案）は、ワーキング会議（6月28日、８月28日）において各部局から寄

せられた要望を反映させ作成した。 

計画期間  平成30年～33年度（４か年）  

  目  的  県民への安全で安心できる食品の提供 

目  標  ①「消費者の食に対する信頼確保」の目標 

：食の安全に対する県民の信頼度（80％以上） 

        ②「生産から流通・消費における食品の安全確保」の目標 

         ：人口10万人当たりの食品を原因とする健康被害の発生者数（10人以下）   

（２）基本方針（案）の主な改正点 

  ア 食品安全情報発信の強化 

    県や事業者が行う食の安全に対する取組みについて動画配信するなど、広く県民に対して、

食に対する不安解消や正しい食の安全に関する情報提供を強化する。 

イ 安全安心な農畜産物の生産の推進 

 農畜産物の生産における自主的な衛生管理、ＧＡＰ（農業生産工程管理）を導入推進し、

市場や消費者に信頼される農畜産物生産を目指す。 

ウ 製造・加工段階でのＨＡＣＣＰ導入推進等における安全性の確保 

① 大規模食品製造施設、と畜場等にＨＡＣＣＰに基づいた衛生管理を推進する。 

② 野生鳥獣肉処理施設に対する監視指導や食鳥処理場におけるカンピロバクター汚染防

止対策の徹底を通じた食肉の安全性確保を推進する。 

エ 調理段階における安全性の確保 

① 大中規模の旅館、給食施設を中心に、食中毒防止対策を徹底する。 

② 食物アレルギー対策（利用客へのアレルギー情報の提供など）の推進 

 

４ スケジュール（案） 

月 ワーキング会議 幹事会 委員会 意見交換会 

６ 
第1回ワーキング会議 

（現プラン評価・課題の整理） 
   

８ 
第２回ワーキング会議 

（基本方針案の確認） 
   

10  

第１回 幹事会（10/20）

 現プラン評価・課題 

 基本方針案の確認 

 

 

11 
第３回ワーキング会議 

（分野別施策案の検討） 

 新基本方針確認 現行プラン進捗説明 

新基本方針説明 

12  第２回 幹事会   

１   新プラン承認 新プラン原案説明 

２ 新プラン案のパブリックコメント実施 

３  新プラン最終案検討   

○ しずおか食の安全推進委員会委員長（健康福祉部長）による基本方針（案）の確認（10/11） 

○ 第１回しずおか食の安全推進幹事会（10月20日）：新基本方針案の確認 

○ 第１回しずおか食の安全推進委員会（11月20日）：新基本方針案の承認 

 ○ 第１回しずおか食の安全推進のための意見交換会（11月～12月初旬） 



 

＜アクションプラン(2018-2021)の施策体系＞（案） 

｢消費者の食に対する信頼確保｣と｢生産から流通・消費における食品の安全確保」を２本柱とし

た各施策により、「県民への安全・安心な食品の提供」の実現を目指す。 
 

( 消費者の食に対する信頼確保 )  【 目 標 】食の安全に対する県民の信頼度 80％ 

     消費者・生産者・事業者・行政     ・消費者が施策に対し意見表明できる場の確保 

の相互理解の推進                    ・リスクコミュニケーション事業の推進          

食品の安全・安心に関する            ・迅速でわかりやすい情報の提供 
  情報発信の充実               ・生産から消費に係る食品に関する情報の収集・提供 

                         ・食品安全検査結果の公表 
       消費者の正しい知識習得       ・静岡県食育推進計画に基づく食育の推進 

への支援                      ・食品の安全に関する知識の普及や啓発 
      食品表示の適正化の推進              ・食品の正しい表示について指導・啓発 

                                                 ・遺伝子組み換え食品の表示適正化の推進 
                   ・食物アレルギー対策の推進 

       県産食品の信頼確保              ・県産食品の安全情報の発信 
                                       ・トレーサビリティシステムの推進 

          ・地産地消運動の推進 
          ・しずおか農林水産物認証の推進 

・県内林産物等に対する放射性物質検査の実施 
        食品に係る危機管理対応             ・食品に関する苦情や不審情報等への迅速な対応 

  の充実                      ・事業者の危機対応の啓発、助言  

( 生産から流通・消費における食品の安全確保 ) 

【 目 標 】人口10万人当たりの食品を原因とする健康被害者数 10人以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        生産者への衛生管理指導       ・農薬の適正使用と販売の指導 

の充実                    ・動物用医薬品・水産用医薬品の適正使用と販売の指導 
          ・家畜伝染性疾病対策の推進 

生産段階における自主衛生      ・生産者による自主的衛生管理手法の導入推進 

管理の推進              
  製造・加工段階での          ・HACCPに基づく衛生管理の導入推進 
  ＨＡＣＣＰ導入推進等への      ・水産物取扱市場や水産加工業者におけるHACCP 導入支援 

安全性の確保                 ・食肉の安全性確保 
          ・食品製造施設等への監視指導・食品検査の実施 
          ・食品添加物の適正製造・適正使用の推進 
          ・食物アレルギー対策の推進 
      ・と畜検査（BSE検査を含む）、・食鳥検査の徹底 

 ・農水産物の簡易加工･販売への指導の徹底  
調理段階における食中毒               ・学校、病院等集団給食施設への監視指導の実施 
防止対策等の充実                     ・大量調理施設、ホテル・旅館等の監視指導の徹底 

・食物アレルギー対策の推進
  

  流通・消費段階における       ・食品の流通拠点や販売店における監視指導・食品検査の実施 
  監視指導の充実強化         ・流通段階における違反・不良食品の排除 

          ・輸入食品の監視、検査の実施 
          ・健康食品の安全対策の実施 

・放射性物質を含む食品の監視・検査の実施 
    自主管理体制の支援         ・食品製造、調理段階における自主管理の支援 

     食品の安全情報等の充実       ・食品の安全に関する緊急情報や食中毒防止への注意喚起 
      食品に係る危機管理体制            ・関係機関等との連携体制の強化 

 の充実                       ・食品による健康被害発生時の調査・原因究明 
           ・試験検査・調査研究体制の充実 


